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第 1 節　人口の状況

１．年齢３区分別人口の状況
令和２年から令和６年までの本市の人口の推移をみると、総人口は増減を繰り返しながら
８万４千人前後で推移しています。年齢３区分別人口でみると、年少人口は減少傾向で推移してい
ます。

■【実績】年齢３区分別人口■

11,498 11,347 11,036 10,813 10,664

57,602 57,484 57,152 57,741 58,520

14,892 15,049 15,100 15,188 15,346

83,992 83,880 83,288 83,742 84,530
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令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

（人）

高齢者人口
（65歳以上）
生産年齢人口
（15～64歳）
年少人口
（0～14歳）

　　資料：住民基本台帳（各年４月１日）

また、年齢３区分別人口を本市の総人口に対する割合でみると、15～ 64歳の生産年齢人口の割
合及び 65歳以上の高齢者人口の割合が緩やかな増加傾向である一方、0～ 14歳の年少人口の割合
は減少傾向にあり、少子高齢化が進んでいます。

■【実績】年齢３区分別人口割合■

13.7% 13.5% 13.3% 12.9% 12.6%

68.6% 68.5% 68.6% 69.0% 69.2%

17.7% 18.0% 18.1% 18.1% 18.2%

0.0%

25.0%

50.0%

75.0%

100.0%

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

高齢者人口
（65歳以上）
生産年齢人口
（15～64歳）
年少人口
（0～14歳）

　　資料：住民基本台帳（各年４月１日）
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なお、令和７年から令和 11年にかけての推計では、年少人口が減少する一方で、生産年齢人口
及び高齢者人口が増加するとみられており、総人口は増加すると推計されています。

■【推計】年齢３区分別人口■

10,465 10,329 10,187 10,074 9,869

59,096 59,650 60,215 60,630 61,075

15,413 15,524 15,601 15,785 16,002

84,974 85,503 86,003 86,489 86,946
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20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

令和７年 令和８年 令和９年 令和10年 令和11年

（人）

高齢者人口
（65歳以上）
生産年齢人口
（15～64歳）
年少人口
（0～14歳）

　　資料：住民基本台帳に基づくコーホート変化率法による推計

２．出生の状況
本市の出生数は令和２年以降、減少傾向で推移しています。また、合計特殊出生率も令和２年以
降減少傾向で推移しており、コロナ禍の影響が考えられますが、令和５年時点で回復していません。

■出生数と合計特殊出生率の推移■

 

804 748 684 654 607

1.31 1.30

1.10 1.08 1.01

0.00

0.50

1.00

1.50

0
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1,500

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

(人 )

出生数

合計特殊出生率

　　資料：埼玉県「人口動態概況」
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３．就学前児童人口の状況
令和６年４月１日時点の本市の就学前児童人口の推移を見てみると減少傾向が続いており、令和
６年４月１日時点で 4,012 人となっています。年齢別に見ると、特に０歳及び３歳人口の減少率が
高くなっており、令和２年と比較して０歳人口が 25.0％、３歳人口が 23.4％減少しています。
令和７年から令和 11年にかけての推計では、大規模な住宅整備等により０歳から２歳人口の一
時的な増加が見込まれます。しかしながら、全体的な就学前児童人口は横ばいから緩やかな減少傾
向で推移するとみられています。

■【実績】年齢別就学前児童人口■

840 737 688 652 630

803 810 701 700 628

819 771 755 668 681

834 764 733 723 639

788 819
745 729 730

803 766
787 736 704

4,887
4,667

4,409 4,208 4,012

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

（人）

5歳
4歳
3歳
2歳
1歳
0歳

　　資料：住民基本台帳（各年４月１日）

■【推計】年齢別就学前児童人口■

656 684 689 694 667

611 647 665 683 673

617 617 649 657 671
667 614 604 629 644
631 664 610 599 621

720 623 652 596 591

3,902 3,849 3,869 3,858 3,867

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

令和７年 令和８年 令和９年 令和10年 令和11年

（人）

5歳
4歳
3歳
2歳
1歳
0歳

　　資料：住民基本台帳に基づくコーホート変化率法による推計
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４．小学生年代人口の状況
令和６年４月１日時点の本市の小学生年代人口の推移を見てみると、令和３年まで増加傾向にあっ
たものの、令和４年から減少に転じており、令和６年４月１日時点で 4,457 人となっています。年
齢別に見ると、６歳及び８歳人口が減少しており、令和２年と比較して６歳人口が 11.2％、８歳人
口が 7.7％減少しています。
令和７年から令和 11年にかけての推計では、全体として減少傾向で推移するとみられています。

■【実績】年齢別小学生年代人口■

823 775 734 771 731

752 808 766 729 762

794 737 793 745 733

737 782 717 781 747

752 744 750 710 776

692 747 734 738 708

4,550 4,593 4,494 4,474 4,457

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

（人）

11歳
10歳
9歳
8歳
7歳
6歳

　　資料：住民基本台帳（各年４月１日）

■【推計】年齢別小学生年代人口■

693 708 620 650 587

721 682 700 608 639

759 718 680 695 607

719 749 708 668 683

741 716 743 700 663

767 732 708 735 693

4,400 4,305 4,159 4,056 3,872

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

令和７年 令和８年 令和９年 令和10年 令和11年

（人）

11歳
10歳
9歳
8歳
7歳
6歳

　　資料：住民基本台帳に基づくコーホート変化率法による推計
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５．中高生年代人口の状況
令和６年４月１日時点の本市の中高生年代人口の推移を見てみると、令和３年に減少を記録した
ものの令和４年以降は増加傾向で推移しており、令和６年４月１日時点で 4,227 人となっています。
年齢別に見ると、令和２年との比較では 17歳人口を除く全ての年齢で増加していますが、17歳人
口は 2.2％減少しています。
令和７年から令和 11年にかけての推計では、中高生人口の合計は令和９年までは緩やかに増加
し、令和 10年以降は減少するとみられています。

■【実績】年齢別中高生年代人口■

731 679 731 730 735

690 727 678 726 738

640 681 724 675 722

660 631 670 711 661

697 655 635 673 705

681 691 648 632 666

4,099 4,064 4,086 4,147 4,227

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

（人）

17歳
16歳
15歳
14歳
13歳
12歳

　　資料：住民基本台帳（各年４月１日）

■【推計】年齢別中高生年代人口■

696 755 720 698 723

731 691 750 715 695

736 729 689 747 712

719 732 726 685 743

653 710 724 718 677

700 648 704 718 712

4,235 4,265 4,313 4,281 4,262

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

令和７年 令和８年 令和９年 令和10年 令和11年

（人）

17歳
16歳
15歳
14歳
13歳
12歳

　　資料：住民基本台帳に基づくコーホート変化率法による推計
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６．18 ～ 39 歳人口の状況
令和６年４月１日時点の本市の 18～ 39歳人口の推移を見ると、令和４年までは減少傾向で推
移していましたが、令和５年からやや回復し、令和６年４月１日時点で 26,404 人となっています。
令和７年から令和 11年にかけての推計では、緩やかな増加傾向で推移するとみられています。

■【実績】18 ～ 39 歳人口■

26,917 27,107 26,673 25,994 26,114 26,404

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

（人）

　　資料：住民基本台帳（各年４月１日）

■【推計】18 ～ 39 歳人口■

26,659 26,995 27,291 27,681 28,094 28,574

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

令和７年 令和８年 令和９年 令和10年 令和11年 令和12年

（人）

資料：住民基本台帳に基づくコーホート変化率法による推計
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第 2 節　こども・子育て世帯を取り巻く状況

１．世帯数と平均世帯人員数
本市の世帯数と平均世帯人員数の推移をみると、世帯数は増加傾向で推移している一方、平均世
帯人員数は減少傾向にあります。

■世帯数・平均世帯人員数の推移■

29,800
33,114

37,326 36,858
39,826

2.30
2.23

2.12 2.16
2.07

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

令和２年

（人）（世帯）

世帯数

平均世帯人員数

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

　　資料：国勢調査

家族類型別の世帯割合をみると、平成 22年から令和２年において核家族世帯割合は概ね 50％強
で推移しており、単独世帯の割合と足し合わせると、令和２年時点で全体の 96.2％を占めています。

■家族類型別世帯割合の状況■

51.9%

53.6%

51.3%

2.7%

3.8%

3.8%

44.3%

41.1%

43.3%

1.1%

1.5%

1.5%

0 10,000 20,000 30,000 40,000

核家族世帯
核家族以外の世帯
単独世帯
その他

平成22年

平成27年

令和２年

37,326世帯

36,858世帯

39,826世帯

19,159世帯

19,746世帯 15,151世帯

16,165世帯

17,629世帯

1,076世帯

1,412世帯

1,432世帯

451世帯

549世帯

570世帯

20,670世帯

　　資料：国勢調査
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２．６歳未満のこどもがいる世帯の状況
６歳未満のこどもがいる世帯の数は減少傾向にあります。
本市の一般世帯※７総数に占める割合についても、令和２年時点では 9.4％となっており、平成 22
年及び平成 27年と比較して減少しています。

■６歳未満のこどもがいる世帯の推移■

 

3,885 3,881 3,754

10.4% 10.5% 9.4%

0

2,000

4,000

6,000

世帯数

一般世帯数に占める
割合

平成22年 平成27年 令和２年

(世帯)

　　資料：国勢調査

３．18 歳未満のこどもがいる世帯の状況
18 歳未満のこどもがいる世帯の数は増加傾向にありますが、本市の一般世帯総数に占める割合で
みると、令和２年時点では 20.9％となっており、平成 22年及び平成 27年と比較して減少してい
ます。

■ 18 歳未満のこどもがいる世帯の推移■

8,129 8,254 8,318

21.8% 22.4% 20.9%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

世帯数

一般世帯数に占める
割合

平成22年 平成27年 令和２年

(世帯)

　　資料：国勢調査
７ 一般世帯：国勢調査では、世帯を「一般世帯」と「施設等の世帯」の２種類に区分している。
「一般世帯」とは、「施設等の世帯」以外の世帯をいう。「施設等の世帯」とは、学校の寮・寄宿舎の学生・生徒、病院・療養所等の入院者、
社会施設の入所者、自衛隊の営舎内・艦船内の居住者、矯正施設の入所者等から成る世帯をいう。
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４．婚姻・離婚
婚姻数は新型コロナウイルス感染症拡大の影響等を受け、令和２年から令和３年にかけて大きく
減少しましたが、令和４年から回復に転じており、令和５年の婚姻件数は 545組となっています。
離婚数は令和２年以降、減少傾向で推移していましたが、令和５年の離婚件数は前年と比較して
37組増加し 148組となっています。

■婚姻数・離婚数の推移■

  

650 654
607 606 630

523 502 509
545

166 156 157 130 161 131 120 111
148

0

100
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300

400

500

600

700

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

婚姻件数

離婚件数

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

(組)

　　資料：埼玉県「人口動態概況」

５．ひとり親世帯の状況
本市の父子世帯数は令和２年時点で 53世帯となっており、平成 12年と比較して 35.9％増加し
ています。
また、母子世帯数は平成 27年に一時減少しましたが、全体として増加傾向にあり、令和２年時
点で 278世帯と、平成 12年と比較して 61.6％増加しています。

■母子世帯数・父子世帯数の推移■

  

172

211

257
239

278

39 49 61 52 53

0

100

200

300
（世帯）

母子世帯数

父子世帯数

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年

資料：国勢調査
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６．女性の労働の状況
本市の女性の労働力率※８をみると、全体として労働力率の上昇がみられており、令和 2年時点に
おいて 20～ 59歳で７割を超えています。

■女性の労働力率の状況■

20.4

79.2
88.5

79.5 75.9 76.7
82.0 79.5 75.8

62.0

40.4

27.7
17.2

8.2
3.9

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

令和２年

（%）

平成22年

平成27年

　　資料：国勢調査

７．障害児数の推移
障害児数（18歳未満の障害者手帳（身体・療育・精神）所持者）は増加傾向で推移しています。
令和５年度末時点では 265人となっており、令和元年度時点と比較して 25人増加しています。

■障害児数の推移■

240 247 256 263 265

0

50

100

150

200

250

300

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

（人）

　　資料：障害福祉課調べ（各年度末時点）

８ 労働力率：15歳以上人口に占める労働力人口の割合のことを指し、労働力人口には就業者のほか、収入になる仕事を少しもし
なかった人のうち、仕事に就くことが可能であって、かつ、職業安定所に申し込む等して積極的に仕事を探していた人（完全失業者）
を含む。
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８．生活保護の受給状況
生活保護の受給状況は、受給者数・受給世帯数共に増加していますが、本市の総人口に対する生
活保護受給者数の割合（保護率）は概ね横ばいで推移しています。

■生活保護世帯数の推移■

755 761 766 765 775 778

586 600 613 623 641 650

0.90 0.91 0.92 0.92 0.92 0.91

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

0

200

400

600

800

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

（％）（世帯）

生活保護受給
者数
生活保護
受給世帯数
保護率

　　資料：生活支援課調べ（各年度末時点、令和６年度は８月末時点）

９．虐待通報件数
令和２年度から令和３年度にかけて、児童虐待通報件数が大きく増加しました。
コロナ禍における緊急事態宣言下で、外出自粛要請が出されたことにより、保護者の心理的負担
が増大し、虐待につながるケースが増えたことが一つの要因と考えられます。新型コロナウイルス
の感染拡大が収束するにつれて、児童虐待通報件数は減少の兆しがみられますが、依然としてコロ
ナ禍以前の水準には戻っていません。
市では、要保護児童対策地域協議会実務者会議を開催し、要保護児童のケース協議やハイリスク
ケースの情報共有を行っていますが、令和６年度より開催回数を増やして児童虐待防止と要保護児
童の支援を行っています。

■児童虐待通報の推移■
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

身体的虐待 15 件 46件 38件 35件 22件
性的虐待 1 件 0件 1件 0件 2件

心理的虐待 76 件 90件 89件 78件 81件
ネグレクト等 3 件 15件 27件 20件 12件

合計 95 件 151件 155件 133件 117件
資料：子ども家庭支援課調べ（各年度末時点）
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